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校長 平國弘明(ひらくに こうめい) 

「ヤバっ」「えぐっ」「うざっ」などの感情表現が犯罪リス

クと関連していることがＮＨＫ「クローズアップ現代」

（4/16 日放送）で取り上げられていた。「ヤバい」という

言葉をどんなときに使っているだろうか？うれしいと

き、悲しいとき、焦っているとき、くつろいでいるときか。

喜怒哀楽、どの感情も「ヤバい」の一言で事足りている。

本来は、人の感情は大ざっぱに分けても、１００の言葉に

分類されると言われるが、「ヤバい」のように、短語（短い

単語）でどんな感情も表現しているとどんな影響がある

のか。 

４３０人を収監する佐賀青少年刑務所。今、闇バイトなどで検挙された受刑者に、ある共通の課題が持ち上がっ

ているという。それは、刑務官の方々によると、受刑者の多くは作業や面接において感情を表に出さない。『出し

子（特殊詐欺事件等において、被害者からだまし取ったキャッシュカードで、ATMなどから現金を引き出す役割の

者）』をやった人は、言葉は知らないし、感情や表情がなく、どういう感情を持っているのか正直わからないという

ことだった。一方、『出し子』をやった受刑者は、「出し子をやっているときは何も思わず、感情もなく、うわべだけ

の会話をし、発する言葉はほぼ「ヤバい」のみ。指示通り、強盗、殺人を犯した。たまに自分が怖くなった。」と語っ

ている。アンケートでは、「自分の気持ちがわからないと思う時があるか？」という問いに､なんと３５．６％が「いつ

もそう」「だいたいそう」と答え、２２．４％が「どちらともいえない」と答えている。 

ではなぜ、自分の気持ちや感情を表現できないのか。闇バイト加担の受刑者はインタビューで、「まわりをあまり

信用していない。自分の感情を押し殺して、他人の顔色をうかがって生活してきた」とか、「（意見や相談事）それを

言ってどうなるんだろう。どうせ大人なんて」などと思っていたと答え、そして、闇バイトに加担した半分以上が誰

かに相談することもまったくしない、ほとんどしなかったと答えていた。 

受刑者などのアンケート調査の分析にあたられ、感情について研究されている渡辺弥生さんによると、受刑者

には、自他の感情に気付けない、感情を理解できない。感情を言葉にできない、感情を表現することが難しいな

ど、“感情リテラシー（自分自身や他人の感情を認識し、言葉として表現する能力）”に課題があることが分かってきたそ

うである。その原因の一つが、デジタル化による文字媒体でのコミュニケーションの増加。短い言葉でのやり取り、

文字のみなので、互いの深い気持ちまでの読み取りができないこと。２つ目が、ライフスタイルの変化による家族

での団らん、会話などのコミュニケーション不足。３つ目がスマートフォンの利用時間が長く、画面ばかりを見てい

ること、受け身なので、語彙を学ぶ機会が減り、自分から表現することもなく、感情を推し量る機会も乏しくなっ

ていると指摘されていた。このままでは、どんどんその傾向が高まっていくと考えられる。 

 そのような状況から“感情リテラシー”を身につけることの重要性が注目されている。番組では、元受刑者への教

育支援とある小学校での取組が紹介されていた。元受刑者への教育支援では、例えば「怒り」という言葉には、い

くつもの表現があり、言葉によって感情の度合いに違いがあることや自分の今の感情がどの言葉にあたるのかを

確認し表現していくなどの取組より、言葉で具体的に説明することで相手から言葉を引き出せることや対話の中

で言葉をしっかり言語化することの大切さを実感し、そのことにより再犯率がゼロに押さえられているということ

だった。また、その小学校では、学校生活すべてで「気持ちを言葉にする」に取り組み、入学当初は、かんしゃくを

起こしたり、教室から出て行ってしまったりする児童もいたそうだが、次第に落ち着き、校内での暴力事案も減る

成果が出ているとのことだった。 

 「 “怒り”“喜び” など感情は、その度合いに応じて、表現できる言葉がある」「自分の感情を言葉で表現する」な
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どを学んでいくことは、犯罪に巻きこまれたり、加担したりすることや級友や家族等との行き違いを防ぐことにも

つながる。自分自身の“感情リテラシー”はどうかを考え、「感情を言葉で表すこと」を意識し実践していこう。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５８回入学式を４月７日に挙行し、本年度は６

つの小学校から１７１名が入学しました。緊張した

面持ちではありましたが、しっかりした態度で式

に望む姿を見、これからの中学校生活における成

長や活躍の期待が高まりました。「新入生誓いこと

ば」では、新入生代表者が中学校生活への思いや

決意を堂々と述べ､ 

代表にふさわしい 

立派なものでした。 

中学生そして南中 

生としての自覚をも 

ち、大切な３年間を充 

実させましょう。

様々なガイダンスが実施されました 

 

 

交通安全教室 
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３年全国学力・学習状況調査 

標準学力検査(ＮＲＴ)等実施
 

善等に役立て

る」などの目的で文科省が行っている調査である。い

ずれにして、これまでの学習に対する成果を把握し､

今後の取組に役立てなくてはいけないものである。

結果が届いた際には､十分に参考にしてもらいたい。 各種健康診断実施
 ４～６月にかけて､内科検診､歯科検診､耳鼻科

検診､眼科検診､身体計測､１年生は心臓検診等の

健康診断が行われている。自分の健康状態を把握

することはもちろん､自己の健康増進に対する取

組を振り返る機会でもある。検診後に､不十分な

点を教えてくださる校医の方もいらっしゃる。

「受診態度がすばらしい」と高評価の一方､「歯

磨きが不十分、磨けていない」との残念なコメン

トもあった。「自分の未来は自分で築く」。将来に

渡って､健康を維持できるよう､今､歯磨きや運動

などをしっかり行っていくことが大切である。 

新年度の部活動開始
 

 

R7.3/30

R7.4/ 6 神園旗野球大会 3位 

 ※全校朝会で受賞伝達を終えたものを掲載 

 


